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令和元年 9 月 13 日 

 

「国際型ダイバーシティ研究環境実現プログラム」中間総括シンポジウム 

～地域に根差し、国際的に活躍する女性研究者の育成～ 

を開催します。 

 
広島大学は、文部科学省の平成 29 年度科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研

究環境実現イニシアティブ（牽引型）」に「国際型ダイバーシティ研究環境実現プログラム 

（ＣＡＰＷＲ）」が採択され、2019 年度（平成 31 年度）に 3 年目を迎えました。その事

業の一環として、共同実施機関のマツダ株式会社、デルタ工業株式会社、一般財団法人国際

開発センターの共催と、広島県の協力、東広島市の後援のもと、同プログラムの中間総括シ

ンポジウムを以下の要領で開催いたします。 

「地域に根差し、国際的に活躍する女性研究者の育成」をテーマに、基調講演では広島市

立大学教授の前田香織氏にお話しいただき、その後、本事業の事業報告を行った後、本事業

で支援を受けた女性研究者から研究活動について事例報告を行います。 

パネルディスカッションでは、５名のパネリストから「女性活躍促進への取組」の事例報

告後、コメンテーターを交えてディスカッションを行います。 

 参加費は無料でどなたでも参加いただけます。みなさまのご参加をお待ちしています。 

 

記 

 

日 時：令和元年９月２７日（金）13 時 30 分～1７時 10 分（受付開始：12 時４0 分） 

場 所：東広島芸術文化ホールくらら（小ホール） （西条駅から徒歩５分） 

テーマ：地域に根差し、国際的に活躍する女性研究者の育成 

内 容： 

○基調講演：「広島発の IT 融合イノベーションを全国へ、そして世界へ発信」 

前田香織（広島市立大学教授） 

○事業報告：相田美砂子（広島大学理事・副学長（大学改革担当）） 

○本事業で支援を受けた女性研究者の研究活動紹介： 

薮田ひかる（広島大学教授）、緒形ひとみ（広島大学准教授）、山根友美（広島大学研究員） 

○パネルディスカッション：「国際型ダイバーシティ研究環境実現プログラムが目指すもの」 

・パネリスト 仁科陽江（広島大学教授）、萬 明子（マツダ（株）マネージャー）、渡辺道

雄（国際開発センター業務部長）、吉田未央（マイクロンメモリジャパンマネ

ージャー）、西野桂子（第三者評価委員会委員長／関西学院大学教授） 

・コメンテーター 前田香織（広島市立大学教授）／山村康子（JST プログラムオフィサー） 

・コーディネーター 石田洋子（広島大学副理事（男女共同参画担当）） 

 

【お問い合わせ先】 

国際型ダイバーシティ研究環境実現プログラム（ＣＡＰＷＲ） 事務局 

学術室研究企画室 木船直人 

TEL:082-424-5697  FAX:082-424-4592 

E-mail：ura-women@office.hiroshima-u.ac.jp 

発信枚数：Ａ４版 3 枚（本票含む） 

広島大学広報グループ 

〒739-8511 東広島市鏡山 1-3-2 

TEL：082-424-6131 FAX：082-424-6040 

E-mail: koho@office.hiroshima-u.ac.jp 
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